
髙須賀緑地建設株式会社 SDGs宣言
当社は、「緑に囲まれたLifeStyleで安らぎを実現します。」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

お庭づくりを通じた安らぎの提供 環境との調和
創業100年以上の実績と技術力を通じて、社会の

発展、地域の皆さまのお庭づくりをサポートし、信頼さ

れる会社を目指し、安らぎのある生活環境を提供しま

す。アフターケアも万全です。

環境に配慮した事業活動を通じて、地域・社会の発

展、サービスを提供し、自然環境と調和した社会の実

現を目指します。これからも植栽を通じて、CO2の削減

に貢献していきます。

【主な取り組み】
お庭の提案・外構工事・リフォーム・お手入れ等、施工

後のアフターケア、安全基準・設計基準・事故防止

マニュアルの活用

【主な取り組み】
エコカーの導入、空調機器の適切な管理、廃材の

腐葉土・たい肥等への再利用、環境ラベル等の表示

確認（環境配慮商品の利用）

働きやすい職場づくり 地域社会への貢献
公平な評価と柔軟な働き方のできる職場環境の

整備等を通じて、働きやすく人気のある職場づくりを

目指します。また、従業員のスキルアップをサポートす

るとともに、技術・技能の伝承にも取り組みます。

地域社会の一員として、インターンシップ・職場見学

の受入れ、河川や道路の美化活動など地域貢献活動

に取り組み、ステークホルダーの皆さまといっしょに、

地域社会の持続的な発展に貢献します。

【主な取り組み】
フレックスタイム制や短時間勤務の実施、有給休暇取

得の推進、従業員の能力に応じたチーム編成、会社

負担による資格取得支援や講習会・研修会への参加

【主な取り組み】
公園・緑地・街路樹の整備・維持管理、河川や道路の

美化活動、県産の原材料の利用、災害協定の締結、

地域団体等の会合への参加

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


